
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

田
村
市
立
志
式

　

市
内
の
中
学
２
年
生
４
２
９
人

（
要
田
中
を
含
む
）
が
一
堂
に
会

し
１
月
14
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
節
目
の
自
覚
を
高
め
、
将
来

に
向
け
た
目
標
を
定
め
る
と
と
も

に
市
民
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今

年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

佐
藤
教
育
長
の
式
辞
に
続
き
、

冨
塚
市
長
が
各
中
学
校
の
代
表
者

に
そ
れ
ぞ
れ
立
志
証
書
を
手
渡
し
、

「
目
的
を
定
め
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
渡
辺
裕
仁
さ
ん

（
常
葉
中
）
と
佐
藤
有
里
さ
ん
（
要

田
中
）
が
立
志
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
善

悪
の
判
断
の
で
き
る
模
範
的
な
大

人
に
な
る
こ
と
を
力
強
く
誓
い
ま

し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
で
は
、
福
島
大

学
人
間
発
達
文
化
学
類
教
授
で

同
大
学
陸
上
部
監
督
の
川
本
和
久

さ
ん
の
「
勝
利
へ
の
伴
走
」
と
題

し
た
説
得
力
あ
る
お
話
に
、
生
徒

や
会
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲熱弁をふるう川本さん ▲立志のことばを述べる渡辺さんと佐藤さん

　

市
内
の
小
学
校
18
校
の
４
年

生
４
２
４
人
が
参
加
し
て
11
月

25
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
田
村
の
四
季
を
歌
お
う
」

を
テ
ー
マ
に
四
季
折
々
の
童

謡
・
唱
歌
16
曲
を
披
露
し
、
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま

し
た
。

　

合
間
に
は
、
児
童
の
家
族
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
童
謡
・
唱

歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

田
村
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
の
協
力
に
よ
る

「
田
村
百
景
」
の
映
像
に
併
せ

て
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
お
話
の

読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
、
最
後

は
参
加
者
全
員
で「
ふ
る
さ
と
」

を
大
合
唱
し
、
心
を
一
つ
に
感

動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

心をひとつにしたハーモニー
田村市合併５周年記念事業 第２回田村市小学校童謡・唱歌音楽祭

▲美しい歌声を披露した児童の皆さん

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

「
健
康
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
閉
講
式

　

文
化
の
舘
と
き
わ
で
12
月
10

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
６
月
か
ら
毎
月
１

回
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
学

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
食
育

を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲受講生の皆さん

正
し
い
人
権
思
想
の
普
及
の
た
め
に

人
権
擁
護
委
員
へ
委
嘱
状
の
伝
達　

１
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り

次
の
か
た
が
た
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
１
月
７
日
に
市
役

所
で
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

長
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。（
任
期
は
３
年
、
敬
称
略
）

吉
田
葛
美（
大
越
町
上
大
越
・
再
任
）

吉
田
隆
昌
（
都
路
町
古
道
・
再
任
）

今
泉
富
代
（
都
路
町
古
道
・
新
任
）

佐
藤
良
平
（
滝
根
町
菅
谷
・
新
任
）

大
友
政
判
（
船
引
町
芦
沢
・
新
任
）

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

さ
れ
た
次
の
か
た
が
た
に
法
務
大

▲新たに委嘱された人権擁護委員の皆さん

臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

宗
像
幸
子
（
都
路
町
古
道
）

佐
藤
儀
七
（
滝
根
町
菅
谷
）

國
分
武
雄
（
船
引
町
堀
越
）

▲退任された皆さん

田
村
市
夢
大
使

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

11
月
24
日
に
東
京
都
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
ゆ
か
り
の
夢
大
使
７
人

が
冨
塚
市
長
ら
と
活
発
に
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
夢
大
使
の
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
五
十

音
順
、
敬
称
略
）

志
田
修（
東
京
ふ
ね
ひ
き
会
長
）

根
本
利
英
（
前
ふ
る
さ
と
お
お

ご
え
会
長
）

橋
本
逸
男
（
東
北
大
教
授
・
前

ブ
ル
ネ
イ
大
使
）

南
礼
子
（
歌
手
）

吉
野
ヨ
シ
子
（
彫
刻
家
）

渡
辺
晃（
ふ
る
さ
と
都
路
会
長
）

渡
辺
進
（
前
ふ
る
さ
と
常
葉
会

長
）

▲田村市夢大使の皆さん

▲図画部門協議会長賞の横田さん

▲ポスター部門特別賞の佐藤さん

　

阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対

策
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
り

福
島
テ
ル
サ
（
福
島
市
）
で
12

月
23
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
県

内
の
小
学
生
か
ら
の
応
募
総
数

１
千
１
８
７
点
か
ら
、
図
画
部
門

で
は
横
田
葵
さ
ん
（
船
引
南
小
３

年
）
が
協
議
会
長
賞
優
秀
賞
を
、

ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
、
佐
藤
真
由

美
さ
ん
（
要
田
小
３
年
）
が
特
別

賞
福
島
県
土
木
部
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
市
内
の

小
学
生
か
ら
も
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
応
募
さ
れ
た
作
品
全
て
に
、

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
自
然
・

生
活
環
境
や
地
球
環
境
を
守
る
こ

と
に
対
す
る
想
い
が
感
性
豊
か
に

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
川
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に

阿
武
隈
川
上
流
児
童
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
防
災
展
示
を
市
役
所
玄
関

で
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
・
防

災
と
共
助
社
会
の
実
現
を
呼
び

か
け
、
地
域
防
災
力
の
一
層
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に

創
設
さ
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」
は
、
災
害
時
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主

的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
、
災
害
へ
の

備
え
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
発
生
し

た
１
月
17
日
が
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、
１
月
15
日

〜
21
日
ま
で
が
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
の
17
日
〜

21
日
、
田
村
消
防
署

共助社会の実現を目指して
防災とボランティア週間

▲防災展示のようす

９ 45 1213


